
こどもを守る。

みんなを守る。

講師向けガイダンス
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なぜ、このマニュアルを作ったのか1
こども食堂が防災拠点になる事で、居場所作りを目指す
こども食堂が地域の防災拠点となることで、地域の中心となり、
有事の際にも備えれるようになる。

作成メンバー3
作成メンバーには、子ども食堂の運営者で被災地で活動した人や、
防災士、子ども食堂中間支援団体、消防団など
いろいろな立場のメンバーで構成された検討委員会で作成した。
P.21にかいてある

意義の説明2
全国に広がる子ども食堂。　この子ども食堂が、災害時に被災者の
支援拠点や炊き出しの拠点として活躍している。
災害に見舞われた事がきっかけで、子ども食堂を立ち上げた団体もある。
もし、子ども食堂を開催している時に災害が発生したらどうする？
事前にどんな準備が必要？災害のあとどんなことが出来るのか？
そんな声を集め、防災の視点からも、子ども食堂がこどもたちにとって
安心安全な場所だけでなく、地域にとっても安心安全な場所になるように、
マニュアルを作成した。

講師POINT
このマニュアル作成の意義、必要性を伝える
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この防災マニュアルで大事にしていること1
・できる範囲でできることからする。
・子ども食堂の数の分その数の防災がある
・それぞれで良い

子ども食堂つながりマップのポイント2
・普段から繋がる事が大事
・その繋がりが災害時に役に立つ
・繋がりの強いところは復旧も早い
防災の基本でもある地域とつながることから始まる。

講師POINT
子ども食堂は普段から、地域のつながりを大事にしている。

図のように、子ども食堂と地縁団体の縦のつながりは強いが地縁団体同士の横のつなが
りは弱いところが多い。だからこそ、子ども食堂が地域のつなぎ役となり、地域の拠点
となっていくことを伝える。
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マニュアルの構成説明1
このマニュアルは、災害がおきる前・災害が起きた時・災害がおきた後の
3部構成になっている。

第1章は災害がおきる前にしておくこと
第2章は災害が起きたときどのように行動するか
第3章は災害が起きた後子ども食堂ができること

講師POINT
今からどのようにこのマニュアルを進めていくのか、説明しておくと参加者も内容が掴
みやすくなる。
発災前・発災時・発災後の３部構成を伝える
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災害の種類の説明1
そもそも災害はどのようなものがあるのかを、具体的に説明する。

講師POINT
防災のマニュアルなので、基本的な災害はおさえておきましょう。例えば、火山の災害
は噴火そのものだけではなく、遠く離れていても空振で窓ガラスが割れることもあるな
ど、詳しい例を挙げて伝える。

地震（液状化）
津波・高潮
火山（土石流・火砕流・空振・降灰）
風水害（台風、集中豪雨、洪水、竜巻、豪雪）
土砂災害（土石流、崖崩れ、地滑り）
火災（大火、火災旋風）
雷
猛暑

テロ・戦争
事故

など

など

例

災害

自然災害

人的災害
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無理をしない1
・１つずつ身に着ける
・やれることからやる
よく、防災訓練であれもこれも数多く訓練する。
これは身につかないし長続きしない。
一つずつ確実に出来ることからするのがコツである。

みんなが意識する3
災害が起きた時、消防や警察はすぐには助けに来れない。
そこにいる人だけで何とかしないといけない。
共に助ける事が重要だが、子ども食堂の運営者の皆様は
そもそも備わっている。

日常から備える2
日々の生活の中からできることをする

講師POINT
このマニュアルには色々な事が書かれているが、全部しようと思わずそれぞれのペー
スで、できそうな事をピックアップして１つずつやっていくことを伝える
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住所1
子ども食堂の開催している住所が言えるか？
火災発生時に消防所（１１９）に通報する際住所は重要。
覚えなくても、すぐ言えるように書いておく。

連絡先2
責任者の連絡先の他に、借りている施設の責任者の連絡先なども
控えておくとよい

講師POINT
このシートにこだわらず、必要と思ったものは控えておくことが大事と伝える
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活断層1
活断層はネットで調べることが出来る

「国土地理院　活断層マップ」で検索できる。

ハザードマップ2
ハザードマップには種類がある。
洪水・内水・高潮・津波・土砂災害・火山噴火・ため池

講師POINT
特に、ため池のハザードマップは行政の農業ラインの課が出していることが多く、防
災ラインの課では扱わないことが多いため見つけにくい。
講演時には講演する土地の災害を調べて具体的にどんなリスクがあるか示す。
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事例1
調理室に出入口は１箇所しかなく、窓はあるが大きく開かない窓で
非常用はしごもないところがあった。

ここは参加者に自分の子ども食堂の開催場所を思い出してもらい
考える時間にする。

①の事例の時どうすればよい？など投げかけてみる

講師POINT
講師としてどれが正解を決めるのではなく、無いなら無いなりに参加者が考えること
が重要。１箇所しか逃げ場がないという事実を 「知る」　ことが大事である。まずは、
知ることから始めることを伝える。
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必ず用意しておくもの1
この用意するものは、地震や火災などが起きた時、緊急的に逃げる時に
使用するものである。

子ども食堂であれば、ファーストエイドのセットは持っているであろう。
これも、それぞれの子ども食堂によって中身が変わる。
それぞれが工夫をしながら準備する。

小銭は実際に被災者から、あった方がよいと聞いた。
コンビニでもお釣りが出なかったり、自動販売機で飲み物など買えた。

あると便利なもの2
これは、準備できるところとできないところがある。
よく、スタッフと話し合いながら、できるものから準備する。

講師POINT
物に関しては、例えば100均でそろえれるものを紹介したり、してもよい。
この、準備をするのもスタッフの皆様と一緒に考えることが重要。
みんなで考えることで防災意識が高まり共助につながる。



11

名簿を作ろう1
（ここは、賛否両論あることを踏まえておく）
子ども食堂さんによっては、名前を告げなくても自由に参加できるのが良さである
子ども食堂もある。だが、子ども食堂開催中に災害に見舞われたときのことを考え
て作っておいたほうが良い。
事例）子ども食堂開催中に、避難指示が出たが保護者の連絡先が分からず困った事
例がある。

安否確認のルール3
災害伝言ダイヤルを練習しておく
毎月1日 ,15日 00:00 ～24:00
正月三が日（1月1日00:00 ～1月3日24:00）
防災週間（8月30日9:00 ～9月5日17:00）
防災とボランティア週間（1月15日9:00 ～1月21日17:00）

緊急時の連絡先リストを作ろう2
これもそれぞれ必要と思われるところを入れる。
近所の交番や自治会長などもよいのでは

講師POINT
①の名簿に関しては、いろんなやり方があり、質問も多い項目である。子どもの名前を
聞くこと自体、拒否される運営者もいる。講師は、あった方が良いが、運営者で十分話
し合い、すべてのやり方を尊重する姿勢を持っておく。

名前と、おうちの方の連絡先だけでも良い。低学年など連絡先が言えない子には、
どこの小学校の何年何組か聞いておくだでも何とかなる。これも、どうするかは運
営者の皆様で考えてほしい。何が安全なのか子ども食堂の運営者から見ると、ない
方がいい場合もある。防災の視点から見ると、あった方が良い。どちらも尊重はする。
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各項目しっかりとシミュレーションをすることが大事1
豪雨・台風2
ルールを決めるとは具体的に想定すること。
色々なパターンの想定をしてイメージを持ってもらう。

講師POINT
①の名簿に関しては、いろんなやり方があり、質問も多い項目である。子どもの名前を
聞くこと自体、拒否される運営者もいる。講師は、あった方が良いが、運営者で十分話
し合い、すべてのやり方を尊重する姿勢を持っておく。
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避難所と言っても、災害の種類によっては避難できない避難所もあります。
どの災害の時に、どの避難所に逃げるのか？
確認しておきましょう。

引き渡しについては、かなりの手間がかかります。
どのようにするかはスタッフで話し合ってみましょう。

講師POINT
地震以外の災害は比較的想定しやすいです。特に、台風や大雨などは予報の確率は高い
です。台風や大雨が予想されるときは中止の判断をすることも大事なことを伝える。
また、子ども食堂ができる事として、台風や大雨が予想される場合は、緊急時に備え食
材の在庫の確認やなど行い、いざ炊き出しをしないといけないときの場合に準備をして
おくのも防災になること、子ども食堂の役目でもあることを伝える。

最後の、災害時のルールでは、子どもの引き渡しについての具体的なやり方を説明する。
実際小学校で行っている引き渡しのやり方を伝える。

具体的な例については次のページへ

避難について
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児童引き渡しを実施するケース1
○大規模な自然災害（地震〈震度５弱以上〉、河川氾濫等）が発生したとき
○不審者が学校へ侵入し、実被害が出たとき
○近隣地域で凶悪事件等が発生し、犯人が逃走中で、
　児童等に危害が及ぶ恐れがあるとき

児童引き渡しについての連絡手段2
❶ 通信手段（マチコミメール、電話）が使えるとき
　 →原則として学校より連絡をいたします。マチコミメール、
　　 電話により保護者に連絡し、児童の引き取りを依頼します。
❷ いっさいの通信手段がストップし、連絡できないとき
　 →学校に児童を待機させ、引き渡し者の来校を待って引き渡しを行います。
　 ※「❶ 児童引き渡しを実施するケース」をふまえて、
　　　保護者の判断で来校するようお願いします。

引き渡し場所3
○大規模な自然災害（地震「震度5弱以上＞、河川氾濫など」が発生したとき
　→原則、学校を引き渡し場所とします。
○不審者が学校に侵入し、実被害が出たとき
○近隣地域で凶悪事件等が発生し、犯人が逃走中で、児童に危害が及ぶ恐れがあるとき
　→共に原則、学校を引き渡し場所とします。
　　児童の心理的動揺等により学校での引き渡しが望ましくないと判断した場合は、
　　改めて設定した引き渡し場所を連絡します。

引き渡し場所4
円滑かつ安全な引き渡しのために、「緊急時児童引き渡しカード」（※以下、引き
渡しカード）を使用して引き渡しを行います。
❶ 引き取り者を、必ず 2名以上（3名まで）決めて、引き渡しカードの①～③の
欄に必要事項を記入してください。
❷ 保護者以外の方が引き取り者になる場合は、児童本人が確認のできる方に限
ります。また、その方に必ず了解を得てください。
❸ ①～③以外の方が引き取りに来られる場合は、保護者からの学校への連絡が
必要です。また、そのときの引き取り者は、児童本人が確認のできる方に限り
ます。なお連絡のない場合は引き渡しできかねます。
❹ 引き渡しカードは、学校提出用のA 票、家庭保管用のB 票があります。必要
事項を記入のうえ、切り離さずに学校へご提出ください。

例

児童名 兄弟姉妹

引き取り者

本カードに記入の上、引き取りの際に必ず持参してください。

6年　　　組
年　　　組

年　　　組

年　　　組続柄
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まずは、何事も「練習なくして本番はできない」ということです。
いくらわかっていても緊急時はパニックになり何もできません。
まずは、しっかり練習（訓練）しておくことが大事だが、ここに訓練の例があるが、
それぞれの子ども食堂の出来るところまでで良い。

まずは、ステップ２までやってみようとか、今日は３までやってみようとか…
少しずつ無理なく出来ることをやっていく。

子ども食堂で大事なことは、子ども達がパニックにならないことが大事。
そのためにすることは、「声掛け」。
声掛けのポイントは　『短く・簡単な言葉で・何回も言う』
例えば地震の時「大丈夫・ダンゴムシ・大丈夫・ダンゴムシ・大丈夫」
火災の時「大丈夫・手を口に」など、今、必要な避難行動を簡単に短く大きな声で
何度も伝えます。

こういったように、非常時は、誰もがパニックになります。
訓練の時に声出しの練習をしていないと、本番では声は出ません。

講師POINT

例えば、
「飛行機に乗っていて、緊急脱出や緊急着陸の際 CAさんは、短い言葉で何回も声を掛
けます。［ある航空会社の例］緊急着陸の場合「頭を下げて！ head down」を着陸する
まで機内で叫び続けます。脱出の際は、「かばんは持たない、ヒールはぬいで」などと、
声掛けをします。」
このような事例を話すとイメージが沸くかもしれません。また、講師実際に、本番さな
がらに （マイクを持っていたらマイクを外して）声掛けのロールプレイをやって見せて
ください。言い方やスピード声の大きさなど見本をみせましょう。

声出しのたとえについて・・

避難訓練について
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コラムは読み上げても良いですし、ピックアップして話しても良いです。

コラム 1
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子ども食堂の開催中に火災や大きな地震が来た時、子どもたちの命も
守りながら、自分たちの命も守らないといけません。

普段から、子ども食堂のある地域の防災訓練に参加するなどして
地域と顔見知りになっておくことも大事です。

大きな災害が来たときは、公的な機関（消防・警察）はすぐに駆け付けて
もらえません。まずは、正しい情報を受け取ることが大事です。
普段から、行政が発信してる防災メールなどを受け取れるようにしておき
ましょう。
災害時には、デマやフェイクニュースが出回ります。そういった間違った
情報の取り扱いには十分気を付けましょう。

もし、誤った情報を流してしまったら・・・

子ども食堂の運営者さんは、地域からも、子どもからも信用されている方
が多いでしょう。地域の方は、「この人が言うんだから」と間違った情報を
信用し混乱してしまいます。情報の正確さを確認する勇気も必要です。
情報の取り扱いには注意しましょう。

自助

共助

公助

講師POINT
子ども食堂の運営者さんは地域の中でもリーダー的な存在でしょう。
だからこそ、その方たちの行動は重要になります。
勇気をもって行動するためにも、普段からの練習が大事であることを伝えましょう。

災害が起きたときの行動について
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①、②、③それぞれの場面での危険はたくさんあります。
それぞれの子ども食堂によって、危険となるものが変わります。
それぞれの場面で、何が危険なのか？何に気を付けないといけないのか？
みんなで話し合っておきましょう。

講師POINT
具体的なリスクを洗い出してみましょう。
それぞれの子ども食堂によってリスクが違う場合があります。

リスクに対する反応について



19

災害が起きた後どう行動するか予想（想定）し、素早く状況判断をして、
行動する必要があります。
緊急時における意思決定モデルに ｢OODAループ｣ と呼ばれるものがあります。
直面する緊急事態にOODAによる意思決定過程を繰り返すことで緊急時の迅速性
が上がります。

O. 観察 …………今起きている状況をじっくり見る。
O. 判断 …………どういう行動をするか見極める
D. 意思決定 ……どういう行動をするか決める
A. 実行 …………行動する

（例）子ども食堂開催中に地震が発生

O.…子ども食堂の会場に食器が散乱し子どもが泣いている
O.…まずは安全な場所を探す。子どもたちを落ち着かせる。
D.…安全な場所に移動する。子どもに声かけをする。
A.…周辺の安全に注意しながら移動する。
　 　子どもたちに「短い言葉で分かりやすく」声掛けをする。

災害時の動きのルール
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コラムは読み上げても良いですし、ピックアップして話しても良いです。
感想など共有してもいいでしょう。

コラム 2・3
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子ども食堂の運営者の皆様は、普段から誰かのために何かをしたいという気持ちで
やっている。だからこそ、災害時はいろんなことを見極めながら、支援しましょう。

❶ 
 

❷ 
 

❸ 
 
 

❹ 
 

❺ 
 

❻

まずは自分と家族の安全確保
はやく、活動したい、子どもたちを何とかしたい。という気持ちになっても自分
と家族の安全が第一です。

食堂施設の安全確認
地震後、施設の安全性は大丈夫か？洪水の時は、消毒など必要か？などこまかな
ところまで確認しましょう。

スタッフの相互連携
災害時は、人（大人も子ども）の心も普通ではありません。
普段とは違う行動をする子もいるでしょう。色々な事が普通ではありません。
そんなときの対応をどうするか確認しておきましょう。

地域との協力体制
地域での災害支援活動は自治会（町内会）が中心となります。
普段から連携をし、協力し合えるコミュニケーションを取っておきましょう。

ひと息つけるスペース
災害後すぐに食事が提供できなくても、すこしみんなで話せるスペースから始めてみ
るのも良いです。とにかく一人ぼっちにさせない、社会と途絶させないことが大事です。

情報交換の場として
災害時には様々な情報が錯そうします。地域の方が間違った情報を受け取ってい
ることもあります。そんな時、子ども食堂の運営者の皆様は、地域でも信頼の厚
い方が多いです。正しい情報を、正しく伝えるそんな役目も果たします。

講師POINT
災害時は 「何かしなくちゃ」という気持ちが芽生えます。そして無理をして活動するこ
とで、のちにしんどくなってきます。
この章では、自分が出来る事と、今やれることは違うことであり、普段以上に十分な準
備と心構えがいることを伝えましょう。

発災時にできることについて
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ここでは、災害時の炊き出しや子ども食堂の再開についての
注意するべきことを伝えます。
まずは、決して無理をしないことが1番大事なことです。
災害後の、調理は衛生面や調理場の危険個所など気を付けないといけないことが
たくさんあります。
無理をすることによって、食中毒やケガなどの2次被害を出してしまいます。
十分な安全確保が出来ることを前提に進めましょう。

チェックリストの確認
一つづつ確認しましょう。

特に、水害のあとは、粉塵などが巻き上がる為、
屋外での炊き出しはやってはいけません。
また、それ以外でも三方幕の設置や手洗い場の確保など十分な安全管理が必要です。

講師POINT
災害後の炊き出しや子ども食堂の再開には、正確な判断と、十分な物資、またメンタル
の面にも配慮が必要です。少しでも無理をするとそれがリスクになります。
その時にできる、力量と気持ちをよく考えることを伝えましょう。

災害時の動きについて
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コラムは読み上げても良いですし、ピックアップして話しても良いです。
感想など共有してもいいでしょう。

3章にわたり説明してきましたが、出来ることを出来ることからする。
そして、災害時には地域の災害支援の一線で出来ることを、安全に行う、
ということを伝えましょう。

コラム 4

最後に・・・
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